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この賞では、神の国の歴史の中に私たちのかかわりを、教材をつかって考えてみましょう。

イエスさまはからし種のたとえ話で、「からし種は他のどんな種よりも小さいのですが、それに

もかかわらず驚くほど大きい木に成長する」とお話しになりました。さらに神の国について王た

ちに叫んでいいます「私が治める国はこの世のものではない」と。神の国はこの世のあらゆる国

と違っています。このような神秘的な国はどのような歴史をもっているのでしょう。人間の治め

る国と似ているのでしょうか。

聖書の中に出てくるバビロン、エジプト、ギリシヤ、ローマという国々は昔大変に栄えた国々

です、神の国はこれらの国々の歴史と似ているのでしょうか。これらの国々の歴史をみつめるた

めには何世紀も昔にさかのぼって見つめねばなりません。それらの国々は私たちの時代から約

二千年から五千年も昔に栄えた国々です。しかし、今それらの国々はどこで栄えているでしょうか。

もう世界の栄光の舞台から消えてしまいました。

　神の国の歴史をみつめるために、その道のりをたどっていくと、その出発は世界の創造（創

世）から始まっていることがわかります。この連載⑦で、テープの糸一本が千年としてさかのぼっ

ていくと私たちは神の国の歴史の中でほんとうにちっぽけな、一瞬のように感じます。

○年齢　　初聖体準備

○教材　　白のケント紙又は厚紙

○子供の仕事

８の２０××年まで、祖父母、両親、兄弟姉妹と

自分の生年月日を耆く。

９、主の祈りを（聖書から）書く。

創世、救世、再臨　（ロ）のカードを置き、（ニ）（ハ）

をあわせて置いていく。最後に（イ）を置く。

○先生の指導

出来るならば、子供に聖書をゆっくり書きとるよ

うに導く。

○ねらい

旧約聖書、新約聖書の大別の知識、聖書の大切な

要素が関係しているという知識。

第９章　神の国の歴史（聖書とわたしたち）
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